
１．東海道ほっこりまつり

東海道（岡～目川間）を通行止めにして、東海道に因んだ様々なイベントを実施しながら、地域の

歴史、文化の雰囲気を味わい楽しむこととする、地域が主体となったまつり。

２．目的

１）東海道をほっこりしながら、ゆっくりと味わう取組みとして。

２）東海道（地域）への誇りと愛着を育む取組みとして

３）地域が触れ合い、交流できる取組みとして

３．今年度からの新しい取組み

１）協働事業提案（事業）

◆事業目的

地域課題、行政課題に対して、市民と行政が協力し合い、協働して事業を実施することにより、多

様なサービスが提供される豊かな地域社会を築くことを目指す。

◆実施すること

第６回 東海道ほっこりまつりの取組み状況

板塀実践ＰＪ

◇地域への誇りと愛着を育
む、戦略的な景観づくり
◇板塀づくりの共同作業を通
じたコミュニティ

景観ルール

◇景観まちづくり市民団体へ
の移行をめざし、景観を守
り、育てる為の仕組みづくり

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設ＰＪ

◇効果的な情報発信からの多
様な主体とのネットワーク
づくり
◇地域内外への効果的な広報
媒体

協働事業提案

◇材料から製材加工、施工
まで地域が主体となって
板塀づくりを行う

◇まち歩き、アンケート調査、
地域住民への聞き取りなど

◇ホームページ
・イベントのお知らせ
・活動状況
・岡、目川の紹介
・東海道の歴史紹介 など
（URL）

http://hokkori.6.ql.bz/

《H24施工O様邸ｲﾒｰｼﾞ》

目標

わがまちの魅力を再発見・再評価しながら、主体的な景観まちづくり活動やルールづくり

へと繋げていく



２）大学地域連携課題解決支援（事業）

◆事業目的

県内の大学が持つ多様な資源や力を地域へ還元することを促進するとともに、学生が地域課題の解

決に貢献し、その取組みを通じて、滋賀の人々、生活文化、風景など滋賀の魅力に出会い、交流を

深めることにより、滋賀の各地域に想いを持つ若者世代を増やすことを目指す。

◆実施すること

３．これまでの取組み経緯

会議および事業名 開催日 内容 会議および事業名 開催日 内容

実行委員会 平成 24 年 3月 25日 今年度取組の確認 事務局連絡会 平成 24 年 8月 6日 第３回事務局連絡会

平成 24 年 5月 12日 第１回実行委員会 平成 24年 8月 22日 第４回事務局連絡会

平成 24 年 6月 16日 第２回実行委員会 総務部会 平成 24年 7月 19日 第１回総務部会

平成 24 年 7月 15日 第３回実行委員会 イベント部会 平成 24年 7月 31日 第１回イベント部会

平成 24 年 8月 11日 第４回実行委員会 平成 24 年 9月 1日 イベント部会分科会（ほっこりｺｽﾌﾟﾚ道中）

平成 24 年 9月 22日 第５回実行委員会 板塀実践ＰＪ 平成 24 年 6月 3日 板塀まち歩き

平成 24 年 10月 13日 第６回実行委員会 平成 24年 7月 28日 金勝製材運搬作業

リーダー会議 平成 24 年 7 月 1日 第１回リーダー会議 平成 24年 7月 29日 板塀試験キットづくり

平成 24 年 7月 23日 第２回リーダー会議 平成 24 年 8月 6日 板塀材料乾燥掛け作業

事務局連絡会 平成 24 年 5月 30日 第１回事務局連絡会 平成 24年 9月 30日 板塀材料づくり

平成 24 年 7月 11日 第２回事務局連絡会

平成 24 年 8 月 6日 協働事業提案説明会

４．今年度の取組みスケジュール

※別紙スケジュール

目標

龍谷大学社会学部（笠井ゼミ生１０名）

ほっこりまつりイベント企画

◇ワカモノの視点て学生な
らではの斬新なアイデア
を出し、企画を実践する

各種ＰＪとの協力連携

◇学生のアイデアや行動力、
大学のノウハウを活かし
地域の魅力や個性を引き
出す

ｺﾐｭﾆﾃｨ、ﾈｯﾄﾜｰｸづくり

◇地域のコミュニティづく
りやネットワークづくり
に結びつく取組みの実践

◇１００人同時に目川田楽！
◇東海道ほっこりコスプレ
道中！
◇歴史クイズスタンプラリー
◇ホームカミングデー

など

◇企画検討、準備作業などの
協力連携

◇岡目川の珍百景、歴史的
風景の紹介
◇リレーインタビュー
◇「人」紹介ポスター

など

地域ならではの魅力・個性を引き出し、そこから地域への誇りと愛着をいっそう育み、地

域コミュニティーづくり、さらにはネットワークづくりに繋げていく

百年審議会 資料３

（2012.09.04）

取組みをHPにも公開


